

































































　の市会議員（3 人× 4 学級＝ 12 人）













































































































































































































































































る学内外からの反響および評価について見ていきたい。まずは学外からの反響である。 『東京朝日新聞』一九二六年二月十八日朝刊には、 「市長になる校長さん」という見出しで、 校市制 取り組みが紹介されて る
⒂。







府学務部のことか）が学校市制に非常に興味を持っているということ および立教の教育理念が東京の学生生活の模範となりつつあると言っても過言 はない という趣旨のこ が述べられている
⒃。前述の通り、 「学校市」
の試みはアメリカにおい 既に行わ ており、記事 容の真偽について疑わしい 分は多々ある。 かしながら、こ 時期 日本にお 、 「学校市」という名称を用いた組織および取り組みは、管見の限りでは見られい。そのため、世間 注目を浴びたということは確かであろう。　
次に学内からの反響および評価である。 『いしすゑ』
























よび学内外からの評価等、新聞・雑誌等の史料から判明したことについて述べてきた。仮説の提示に止まった部分も多いが、史料の制約のため現段階で叙述出来るのはここまでである。今後さら 史料を集めて、これらの仮説を立証して くことが今後 課題となる。また、今回述べてきたのはいわば 校市制の「周辺領域」でありその中心部分である市会・参事会等 運営、各部の実際の活動、教職員と生徒委員 の関係等についての詳細はほとんど不明である。これらについても今後、可能 限り明らかにしていきたい。〈謝辞〉　
本稿の執筆にあたって、伊藤俊太郎氏には学校市制に












































































































































































































































































































































































































































































































































































  「立教中学校学校市制（原案） 」 （タイムカプセルＴ８、立教学院史資料センター所蔵） 。
⑻
  「池袋復活後の立教中学校では、小島校長の提案で、日本では他に類例のない「学校市制」 （傍点原文ママ）という自治的訓育の制度を布いたのである」 （小木鐵彦『愛行』日本聖公会出版事業部、一九六九年、二九九頁） 。
⑼




















































佃正昊「わが校の誇」 （ 『いしすゑ』第二八号、八〇‐八一頁） 。
⒅
 
帆足秀三郎 学校市制とその思い出」 （ 『いしずえ』第 号） 三
頁。
⒆
  「大学自治を目標に
　
学生評議会を作れ」 （ 『立教大学新聞』一九二
六年一月五日付） 。
